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植物防疫基礎講座

農業害虫 お よ び天敵昆虫等の築剤感受性検定マ ニ ュ ア ル (35)

天 敵 生 物 -

• 

は じ め に

ア ブ ラ ム シ の天敵で あ る コ レ マ ン ア プ ラ パチ は， 1998 
年 に 農薬 と し て 登録 さ れ， 施設栽培の イ チ ゴ と キ ュ ウ リ
の ワ タ ア ブ ラ ム シ， モ モ ア カ ア プ ラ ム シ の 防除 に 普及 し
つ つ あ る 。

害虫防除 に 天敵 を 導入 す る 場合， 対象害虫以外の病害
虫 を 防除す る た め に ， 天敵 と 併用 で き る 化学農薬 を う ま
く 選択 し て体系 防除 に組み入れ る こ と が重要であ る 。

コ レ マ ン ア プ ラ パチ に対す る 農薬の影響 を調査す る 場
合， 成 虫 の 寿命 は 250Cで は 5 日 程度 と 短 い う え に ( 山

肱ね
下 ら ， 1996) ， 麹がぬれ る と ， た や す く 死亡 す る た め ，
成虫 に 対す る 薬剤の直接散布 に よ る 検定が行い に く い。
そ こ で， 筆者が実施 し て い る 室 内検定法 を 中 心 に 紹 介
し ， 参考 に 供 し た い。

な お ， 実験方法の指導 お よ び文献の供与 を い た だ い た
農林水産省農業研究 セ ン タ 一 平井一男虫害研究室長，
農業環境技術研究所 矢野栄二天敵生物研究室長 の 両氏
に お礼 申 し上 げ る 。

I 供試虫の準備

ア ブ ラ パチの入手 : コ レ マ ン ア プ ラ パチ は 既 に 圏 内 で
販売 さ れて お り ， 入手 は容易 で あ る (商品名 : ア フ ィ パ
ー ル お よ びア プ ラ パチ A C) 。 入手後， 5�10oCで保存す
る こ と に よ り ， 羽化時期 を 7 日 程度遅延 さ せ る こ と がで
き る 。 入手 し た マ ミ ー は踊 に対す る 薬剤検定 に利用 し ，
羽化 し た 成虫 は 24 時間以 内 に成虫 に 対す る 検定 に 利 用
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す る 。 ま た ， 実験室 内 での飼育 は容易 で あ り ， ム ギ ク ピ
レ ア プ ラ ム シ を 寄主 と し て 累代飼育す る こ と に よ り ， い
つ で も 検定 に 利用 で き る 。

コ レ マ ン ア ブ ラ パチの飼育 : コ レ マ ン ア プ ラ パチ の飼
育 に は， 寄主 と し て コ ム ギ で飼育 し た ム ギ ク ピ レ ア ブ ラ
ム シ を 利 用 す る 。 ア プ ラ ム シ が 200�300 頭寄生 し た コ
ム ギ の カ ッ プ を 飼育 ケ ー ジ に 3�5 カ ッ プ入 れ， コ レ マ
ン ア プ ラ パ チ の雌雄 1O�20 対 を 放飼 す る 。 コ レ マ ン ア
プ ラ パチ の 1 雌当 た り の総産卵数か ら 計算す る と ， 随時
600�1 ， 500 個 体 の 次 世代 の マ ミ ー や 成 虫 が 得 ら れ る
( 山 下 ら ， 1996) (表一1) 。 飼 育 は 250Cの 恒 温 器 内 で 行
い， 産 卵 か ら 次 世代 成 虫 の 羽 化 ま で， 9�18 日 を 要 す
る 。 ム ギ ク ピ レ ア ブ ラ ム シ が寄生 し た コ ム ギ の カ ッ プ
に ， 図-1 の よ う な 高 さ を 自 由 に 変 え ら れ る カ バ ー を 掛
け， こ の 中 に コ レ マ ン ア プ ラ パチ の雌雄 2�3 対 を 24 時
開放飼 す れ ば， 発育が そ ろ っ た マ ミ ー が得 ら れ， 羽化後
聞 も な い成虫 を効率的 に 集 め ら れ る 。

E 検 定 方 法

1 成 虫 に対す る 殺虫効果 (室内検定)

ド ラ イ フ ィ ル ム 法 : ス ク リ ュ ー パ イ ア ル 瓶 ( 内 径 26
mm， 高 さ 50 mm) に 実用 濃 度 の 薬液 を 図-2 に 示 す ク
ロ マ ト 用噴霧器 で 2 ml 散布す る (水和剤 の場合 は 実 用
濃度の界面活性剤 を 添加す る ) 。 余分の 薬液 を捨て た 後，
内壁 を完全 に 風乾す る 。 風乾が十分でな い と ， 成虫の麹
が水滴で瓶の 内壁な ど に付着 し ， 死亡個体が多 く な る た
め 十分 に 確認す る 。 風乾後 コ レ マ ン ア プ ラ パ チ 成 虫 を

表 - 1 ム ギ ク ピ レ ア ブラ ム シ で飼育 し た 場合の ア プラ パチ類の生育 (山下， 1996 ; MEAO-BRIGGS， M. ，  1992) 

飼育温度 放飼か ら の経過 日 数 ( 日 ) 成虫生存期間
供試種 (・C) ( 日 )マ ミ 一発現 ま で 羽化 ま で

山下賢一 APhidius colemani 25 5- 8-18 (平均 12 . 9) 5 . 8  

MEAO-BRIGGS， M .  APhidius matricariae 18-21 9-1 1  13-15 

Methods for the Measurement of Susceptibil ity of Agricultural Insect Pests and Natural Enemies to Pesticides. APhidius colemani. 

By Ken-ichi Y AMASHlTA 
( キ ー ワ ー ド : 薬剤感受性， 検定法， 影響評価， 天敵生物， 寄生焼， コ レ マ ン ア プ ラ パ チ )
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ムギク ピ レ ア プラ ム シ 飼育
7 ま た は 14日 ご と に コ ムギカ ッ プを入れ替 え る
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図 - 1 コ レ 7 ン ア プ ラ パチ のi込書Eに対す る 1;問中の検定 に利用 し た飼育計 画 (飼育条件 : 250C， 16  L 8 0) 

図 - 2 ド ラ イ フ ィ ノレ ム 法で使用 し た 総兵 ( ス ク リ ュ ー パ

イ ア ノレ1札 ク ロ マ ト 用噴緩器， 折紙)

光 を 遮断す る た め
ア ル ミ ホ イ ル で被 う

----

コ レマ ン ア フ'ラノ fチ
飼 育 ケ ー ジ

20�30 頭放飼す る 。 そ の 方法 は 他 の 寄 生!峰 で は 吸虫管

を用 い る こ と が多 い (林， 1996) が， ア ブ ラ パ チ類 を傷

っ け な い た め， 図-3 に 示 す よ う に ス ク リ ュ ー パ イ ア lレ

瓶へ直接放飼す る 。 こ の と き ， 薬剤 に 接触 し た 個体がス

ク リ ュ ー パ イ ア ル 瓶 に 逆戻 り し な い よ う に す ばや く 行 図 - 3 ド ラ イ フ ィ ル ム 法 に お け る コ レ マ ン ア プ ラ パチ 放

う 。 ス ク リ ュ ー パ イ ア ル瓶 に は 餌 と し て 10�20% に 薄 飼方法 ( llIT， 1 999) 

め た IJ!条蜜液 を ふ く ま せ た 直 径 24 Illlll の i戸紙 を， ふ た の

内側 に 2 枚入れ， 250C， 1 6  L 8 D の恒温擦 に保管す る 。 の手順 は 同様 に 行 う 。 な お ， ヨ ー ロ ツ パで は羽化問 も な

通常 3 反 復 で 行 い ， 3 時間 後， 24 時 間 後， 48 時 間 後 に い成虫 を 効 率的 に 得 る た め， 図 4 の よ う な容器 を 考 案

生死の状況 を調査す る ( 山下， 未 発表) 。 無処理区 と し し て い る 。

て 実用濃度の界面活性剤 の み の 水溶液 を散布 し ， そ の後
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2 成 虫 に対す る 薬剤lの残効期間 (半野外試験)

薬剤散布法 : 前述の ド ラ イ フ ィ ル ム 法で殺虫作用 の あ

る こ と が判明 し た薬剤 に つ い て は， 残効期間 を調べ る 必

要があ る 。 次 に ， ハ ウ ス 内 で実際 に 作物 を栽培 し て ， そ

れに 実用濃度の薬剤 を散布 し た 後 に処理葉 を採取 し， コ

勝蜜希釈液 を加 え た
JJ見』旨綿

成虫採集 カ y プ

光 を遮断する シ ェー ド を
かぶせ た ガ ラ ス 製 ロ ー ト

ア プ ラ ノ 、 チ の マ ミ ー を置
い た ト レ イ

図 - 4 ヨ ー ロ ッ パて・使用 さ れて い る 羽化直後成虫採集容探

(iVIEAo-BRIGGS， M.， 1 992) 

レ マ ン ア ブ ラ パ チ に 対す る 影響の有無 を 調査す る 。 筆者

の 方 法 を 紹介す る と ， ビ ニ ル ハ ウ ス 内 に お い て定植あ る

い は ポ ッ ト 植 え し た イ チ ゴ に 実用濃度の薬液 を 散布 し た

後， 1 日 ， 3 日 ， 7 日 ， 14 日 後 に 葉 を サ ン プ リ ン グ す る 。

イ チ ゴ葉 を 15 x 4 0  111m に 切 り 取 り ， ス ク リ ュ ー パ イ ア

ノレ瓶 に 入 れ， コ レ マ ン ア ブ ラ パ チ 成 虫 を 20�30 頭放飼

す る 。 ス ク リ ュ ーパ イ ア jレ瓶 に は餌 と し て 前述 の蜂蜜液

を 加 え た 炉 紙 を， ふ た の 内 側 に 2 枚 入 れ る 。 こ れ を

25'C， 16 L 8 D 条件の恒混器 に 保管 す る 。 通常 3 反 復 で

行い， 24 時間後， 48 時間後 に 生死 の 状 況 を 調査 す る o

11!�処理区 は イ チ ゴ に 実用濃度 の界面活性剤 の み の 水溶液

を散布 し ， 同様の処理 を行 う 。

3 偏 に対す る 殺虫効果

マ ミ ー浸漬法 : マ ミ ー殻内 の 焔 に 対す る 薬剤の浸透 に

よ る 影響 に つ い て も 検討す る 必要があ る 。

供試�南 は コ ム ギ の 葉 に 付着 し た コ レ マ ン ア ブ ラ パ チ の

マ ミ ー を採集 し て利用 す る 。 笑用濃度 に希釈 し た 薬液に

マ ミ ー を 約 10 秒間浸潰 し た 後風乾 す る (水和 ・ 水溶剤

の場合 は実用濃度 の 界面活性剤 を 加 え る ) 。 処理 し た マ

ミ ー は ス ク リ ュ ー パ イ ア Jレ瓶 に 約 30 個 入れ， ナ イ ロ ン

ゴー ス でふ た を し ， 25'C， 16  L 8 D 条件の恒温器 に静置

す る 。 処理 7�14 日 後の羽化成虫数， マ ミ ー脱皮殻数，

表 2 ド ラ イ フ ィ ノレ ム 法 に よ る コ レ マ ン ア プ ラ パチ成虫に対す る 各種薬剤の影響

薬 剤 名 希釈倍率
補 正 死 虫 率

3 1時間 24 時間，] 48 時間

有機 リ ン剤 MEP 50%乳剤 x 2 ， 000 100 1 00 

DEP 50%乳剤 x 1 ， 000 1 00 100 

カ ーノ マ メ ー ト 剤

ア ラ ニ カ ノレ プ 40%水荊 l剤 x 1 . 000 1 00 1 00 

合 ピ レ剤 ペノレメ ト リ ン 20%乳剤l X 3 ， OOO 100 100 

シペ ノレ メ ト リ ン 6%乳剤 x 2 ， 000 100 1 00 

ク ロ ロ ニ コ チ ニ ノレ系

ア セ グ ミ プ リ ド 20%水溶剤 x 4 ， 000 1 00 100 

IGR 系 ノレ フ ェ ヌ ロ ン 5%手LñU x 2 ， 000 。 4 . 3  3 . 0  

テ フ Jレベ ン ズ ロ ン 5%乳剤 x 2 ， 000 。 24 44  

ププ ロ フ ェ ジ ン 25%水;fj]剤 x 1 ， 000 1 5  78 

テ プ フ ェ ノ ジ ド 20% フ ロ ア プノレ x 2 ， 000 。 1 4  0 6  

メ ト キ シ フ ェ ノ ジ ド 20% フ ロ ア プノレ x 2 . 000 。

そ の 他 エ 7 メ ク チ ン安息香酸塩 1%乳剤 X 2 ， OOO 73 92 1 00 

ピ メ ト ロ ジ ン 25%水平[伊fリ x 2 ， 000 。 4 . 5  3 . 4  

ク ロ ノ レ フ ェ ナ ピ ノレ 1 0% フ ロ ア プノレ X 2 ， OOO 。 1 00 

殺ダニ剤 プ エ ン ピ ロ キ シ メ ー 卜 5% フ ロ ア プノレ x 1 ， 000 1 00 1 00 

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 10%水和剤 x 3 ， 000 。 。 45  

エ ト キ サ ゾー ノレ 10% フ ロ ア プノレ x 2 ， 000 。 。 。

殺菌剤 ミ ク ロ プ タ ニ ノレ 25%乳剤 x 5 ， 000 。 20 50 

ト リ フ ノレ ミ ゾ ー ノレ 30%水平[日制 x 3 ， 000 。 1 6  

ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 20% フ ロ ア プノレ x 2 ，  000 。 26 76 

DBEDC 20%乳剤 x 1 ， 000 。 65 1 00 
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表-3 マ ミ ー 浸潰法 に よ る コ レ マ ン ア プ ラ バチ羽化 に 及 ぽ

す薬剤lの影響

薬 剤 名 希釈倍率 補正羽化率

ク ロ ル フ ェ ナ ピ ル 10% フ ロ ア プル X 2 . 000 100 
DEP 50%乳剤 x 1 . 000 77 . 7  
エ マ メ ク チ ン安息香酸塩 1%乳剤 X 2 ， 000 90 . 7  

表-4 IOBC ヨ ー ロ ッ パ支部の影響 カ テ ゴ リ ー

カ テ ゴ リ ー 分類 補正死虫率 (%)

影響無 く 30

2 影響小 30�79 

3 影響中 80�99 

4 影響大 > 99 

死 ご も り 数 を調査す る 。 通常 3 反復で行 う 。 無処理 区 は
実用濃度の界面活性剤 の み で同様の処理 を行 う 。 羽化率
は次式で求 め る 。

羽化成虫数羽化率 ( % ) = 羽イL- ..." 占 叫 I -z:r-: '7"+ ，J 同 占 品 x 100 

羽化率 を 生 存 虫 率 と し ， Abbot の 式 (菅原， 1959) 
に よ り ， 補正死虫率 を 求 め る 。

別 の 方法 と し て ， 山本 (1999) は ナ ス の葉 に 付着 し た
コ レ マ ン ア プ ラ パチ の マ ミ ー に 対 し て 回転散布塔 を 用 い
て 薬剤処理 を行い， 羽化率 を 求 め て い る 。

皿 薬剤 の影響評価

1999 年 に 数種 の 薬剤 を 使 っ て 行 っ た ， ド ラ イ フ ィ ル
ム 法 に よ る コ レ マ ン ア プ ラ パ チ成虫 に対す る 影響 を表一2
に 示 し た 。 有機 リ ン剤， カ ー パ メ ー ト 剤， ピ レ ス ロ イ ド
剤 な ど は 3 時間後の補正死亡率 は 100% と な り ， 影響 は
大 き く ， IGR 剤 や 殺 ダニ 剤 の へ キ シ チ ア ゾ ク ス ， エ ト
キ サ ゾー ル， 殺菌剤の ト リ プ ル ミ ゾー /レで は 影響 は 小 さ
い と 評価 し た 。

マ ミ ー 浸漬法 に よ る 羽化 に 及 ぼす 影響 の 結果 は 表-3
に 示 し た 。 成虫 に 対 し て 死亡率 の 高 い ク ロ ル フ ェ ナ ピ
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ル， DEP， エ マ メ ク チ ン 安 息 香 酸 塩 の 3 薬 剤 で は 羽 化
率 は 75%以上で， ほ と ん ど影響が な か っ た 。

IOBC の基準で は寄生蜂の成虫 に 対 す る 室 内検定 の 結
果 を ， 表 4 に 示 す よ う に 補正死虫率 を 基準 に し た 4 段
階の カ テ ゴ リ ー に 分 け て判定 し ， 30%未満 は 影響 な し と
し て い る (HASSAN ， 1985) 。 ま た ， 残効性 に つ い て も 半
野外試験で同様の検定が行わ れ て い る (BARR訂T， 1994) 。
成虫 に対す る 直接的な殺虫作用 の評価 は こ れ に 準 じ る の
が適当 で あ る と 考 え る 。 寄生蜂 に 対 す る 薬剤の影響調査
は， 成虫 に対す る 殺虫作用 に 加 え ， 次世代 に ど の よ う に
影響す る か を検討す る 必要 が あ る が， 多大の労力 がかか
る た め ， 実施例数が少 な い の が現状で あ る 。

お わ り に

今回紹介 し た コ レ マ ン ア プP ラ パチ に対す る 薬剤検定法
は， 海 外 で 実 施 さ れ て い る 方 法 (MEAD-BRIGGS， M.，  
1992) に 比べ精度 が落 ち る こ と や， ガ ス 化 の 激 し い薬剤
では影響が出 や す い な ど の 不十分 さ が あ る 。 し か し ， 比
較的簡単 に検定で き る た め ， 手軽 に 取 り 組め る 利点、 も あ
る 。 次世代への影響検定 な ど の 問 題 は残 し て い る が， よ
り 多 く の薬剤の コ レ マ ン ア プ ラ パチ成虫への影響度 を 知
る こ と は ， 天敵 と 化学薬剤 の体系的防除 を推進 し て い く
う え で重要 な こ と と 考 え ら れ る 。 今後， よ り 多 く の試験
研究機関 に お い て 影響調査が積み上 げ ら れ， 天敵 に よ る
防除の普及 に つ な が る こ と を 期待す る 。
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